
日野の歴史と民俗１３８（詳細版） 

「童謡たきび」誕生７０年 

日野市で後半生を過した詩人巽聖歌（たつみせいか 1905～73）の作品の中で、最も有名な童謡「た

きび」は、昭和 16 年 9 月 JOAK(現在の NHK)ラジオ「幼児の時間―うたのおけいこ」で放送するために

依頼されて作られました。当時住んでいた中野区上高田の落ち葉炊きの風景を歌ったものです。作品

の舞台といわれる上高田の鈴木家は、いまも当時のままの景観を残してくれていて、「たきびの歌発祥

の地」という看板が立てられています。 

作曲者の渡辺茂（1912～2002 年）は、国公立小学校で教鞭をとる傍ら、作曲家として活躍しました。

「たきび」は 29 歳の時の作品で、渡辺茂にとっても第 1作目の作品でした。代表作には、「ふしぎな

ポケット」「あくしゅでこんにちは」などがあり、聖歌の作品でも「めだかのくに」「キャベツのおや

まに」などを作曲しています。「たきび」が今日まで愛されてきたことについては、渡辺の軽快なメロ

ディーによるところも大きく、聖歌も「たきびは、曲がよかったんだよ」と語っています。 

たきび 色紙  左は２番、右は 1番の歌詞 

当初は、12 月９日から３日間放送される予定でしたが、前日の 12 月 8 日に日米開戦を迎えてしま

ったため、戦時特別番組が組まれ、放送は２日間で打ち切られてしまいました。 

当時の新聞をみると、ラジオの番組欄に午前 10 時から「幼児の時間」という番組があり、「うたの

おけいこ」が放送される日があったことがわかります。12 月 9 日のラジオ欄には、「うたのおけいこ」

のみしか記載がありませんが、10日のラジオ欄には「うたのおけいこ「たきび（２）」」とあり、２日

間放送が行なわれたことが分かります。放送予定だった 11日には幼児の時間は「すすめ軍艦旗」とい



う内容になっていて、「たきび」の放送はなかったようです。さらに、軍部からは、「たきびは攻撃目

標になる」「落ち葉も貴重な資源、風呂ぐらいは焚ける」とクレームがいたということで、その後は放

送できなくなってしまいました。 

「たきび」の歌の放送再開は、戦後の昭和 24年 12月、やはり「幼児の時間―うたのおけいこ」で

した。全国放送で行われ、軽快なリズムとともに各地に広まりました。巽聖歌が日野に転居してきた

のは昭和 23 年 10月ですから、「たきび」の巽聖歌として名声が広まったのは、日野に来てからのこと

だったわけです。 

だた、戦争中にも、東京高等女子師範学校で教鞭をとっていた戸倉ハルさんが考案した「たきびお

ゆうぎ」があり、戸倉先生に指導を受けた幼稚園の先生たちによって子どもたちに伝えられていたと

いう事実があり、まったく歌われていなかったわけではないようです。子どもたちはとても喜んで「た

きびおゆうぎ」をやっていたということですが、聖歌がこの事実を知っていたかどうかはわかりませ

ん。 

「たきび」は、やがて小学校の音楽の教科書（1 年生 きせつのうた）に掲載されるようになりま

すが、消防署から「たきびを奨励するような歌は、防火教育上いかがなものか」というクレームがつ

いたということです。「たきび」と同じ年に生まれた聖歌の長女やよひさんは、文部省の関係者が自宅

に来て対策を協議していたことを覚えているそうです。やがて、挿絵に付添いの大人と水の入ったバ

ケツを描くことで、この問題を解決しました。これは、現在に至るまで踏襲されています。 

聖歌は、生前「たきび」を自らの代表作とは思っていないと語っていますが、作品を分析してみる

と、原風景としてこだわったふるさと岩手の「家垣根（いぐね）→垣根」、北国の人ならではの「北風

ピープー」という表現、好んで使ったという「相談」という言葉など、巽聖歌の作品のエッセンスが

豊富に取り入れられている作品であることがわかります。 

聖歌の友人たちから「巽は死しても、たきびは死せず」といわれていたという逸話がありますが、

平成 23 年 12 月たきびは誕生 70 年を迎えました。聖歌の没年（68 歳）を越えて愛されつづけている

「童謡たきび」は、今となってはやはり、巽聖歌の代表作といっていいでしょう。 

平成 18 年に文化庁が選定した「親子で歌いつごう日本の歌百選」の中にも選ばれ、平成 22 年 1月

からは、JR 中央線豊田駅の発着メロディーにもなっています。 

現在では、ダイオキシンや煙の問題でたきびそのものが自由にできなくなってしまいましたが、か

つてのわたし達の暮らしに「たきび」が身近な存在だったことを知らせる童謡としても、大切な歌と

なりました。 

＊「童謡たきび 70 年記念展」 平成 23 年 12 月 17 日（土）～24 年 1 月 22 日（日）  

会場は郷土資料館 午前 9 時～午後 5 時 月曜休館（ただし 1 月 9 日は開館、10 日休館） 

年末年始は、12 月 28 日～1 月 4 日休館 観覧無料  日野市郷土資料館（０４２－５９２－０９８１） 


